
門
真
出
身
の
総
理
大
臣

幣
原
喜
重
郎
と
憲
法
九
条

門
真
市
職
員
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

西
本
孝
雄 

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
安
倍
首
相
は
日
本
国
憲
法
第
９
条
の
改
憲
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
門
真
出
身

の
総
理
大
臣 

幣
原
喜
重
郎
が
こ
の
憲
法
九
条
の
提
案
者
で
あ
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

日 

本 

国 

憲 

法 
 
 

第
２
章 

戦
争
の
放
棄 

第
９
条  

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発 

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し 

て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国 

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

高
柳
賢
三
憲
法
調
査
会
長
に
対

す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
Ｇ
Ｈ
Ｑ

最
高
司
令
官
の
返
信 

（
憲
法
９
条
は
）
世
界
に
対
し
て
精
神

的
な
指
導
力
を
与
え
よ
う
と
意
図
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
条
は
、
幣
原
男
爵

の
先
見
の
明
と
経
国
の
才
と
え
い
知
の

記
念
塔
と
し
て
、
永
存
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う 

（
１
９
５
８
年
１２

月
５
日
） 

 

戦
争
を
禁
止
す
る
条
項
を
憲
法
に
入

れ
る
よ
う
に
と
い
う
提
案
は
、
幣
原
首
相

が
行
っ
た
の
で
す
。
首
相
は
、
わ
た
く
し

の
職
業
軍
人
と
し
て
の
経
歴
を
考
え
る

と
、
こ
の
よ
う
な
条
項
を
憲
法
に
入
れ
る

こ
と
に
対
し
て
わ
た
く
し
が
ど
ん
な
態

度
を
と
る
か
不
安
で
あ
っ
た
の
で
、
憲
法

に
関
し
て
お
そ
る
お
そ
る
わ
た
く
し
に

会
見
の
申
込
み
を
し
た
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
首
相
の
提
案

に
驚
き
ま
し
た
が
、
首
相
に
わ
た
く
し
も

心
か
ら
賛
成
で
あ
る
と
言
う
と
、
首
相

は
、
明
ら
か
に
安
ど
の
表
情
を
示
さ
れ
、

わ
た
く
し
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。 

（
１
９
５
８
年
１２

月
１５

日
） 

憲
法
九
条
の
発
案
は
幣
原 

改
憲
を
狙
う
安
倍
首
相
は
、
現
憲
法
は

「
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
」
と
、「
押

し
つ
け
憲
法
」
を
強
調
し
、
自
主
憲
法
制

定
の
論
拠
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
９
条
の
発
案
は

門
真
出
身
の
総
理
大
臣 

幣
原
喜
重
郎
で

あ
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

高
柳
・マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡 

日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
で
、
戦
争

の
放
棄
を
う
た
っ
た
九
条
は
、
幣
原
喜
重

郎
首
相
（
当
時
、
以
下
同
じ
）
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ

側
に
提
案
し
た
と
い
う
学
説
を
補
強
す

る
新
た
な
史
料
を
堀
尾
輝
久
・
東
大
名
誉

教
授
が
見
つ
け
ま
し
た
。 

九
条
は
、
１
９
４
６
年
１
月
２４

日
に
幣

原
首
相
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
Ｇ
Ｈ
Ｑ
最
高

司
令
官
が
会
談
し
た
結
果
生
ま
れ
た
と

さ
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
が
提
案
し
た
か
に

は
両
説
が
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

米
上
院
な
ど
で
幣
原
首
相
の
発
案
と
証

言
し
て
い
ま
す
が
、
「
信
用
で
き
な
い
」

と
す
る
識
者
も
い
ま
し
た
。 

堀
尾
氏
は
１
９
５
７
年
に
岸
首
相
（
現

安
倍
首
相
の
祖
父
）
の
下
で
改
憲
の
議
論

が
始
ま
っ
た
憲
法
調
査
会
の
高
柳
賢
三

会
長
が
、
憲
法
の
成
立
過
程
を
調
査
す
る

た
め
１
９
５
８
年
に
渡
米
し
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
書
簡
を
交
わ
し
た
事
実
に
着
目
。

高
柳
は
「『
九
条
は
、
幣
原
首
相
の
先
見

の
明
と
英
知
と
ス
テ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

（
政
治
家
の
資
質
）
を
表
徴
す
る
不
朽
の

記
念
塔
』
と
い
っ
た
マ
元
帥
の
言
葉
は
正

し
い
」
と
論
文
に
書
き
残
し
て
お
り
、
幣

原
の
発
案
と
結
論
づ
け
た
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
だ
が
、
書
簡
に
具
体
的
に
何
が

書
か
れ
て
い
る
か
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

堀
尾
氏
は
国
会
図
書
館
収
蔵
の
憲
法

調
査
会
関
係
資
料
を
探
索
。
２
０
１
６
年

１
月
に
見
つ
け
た
英
文
の
書
簡
と
調
査

会
に
よ
る
和
訳
に
よ
る
と
、
高
柳
憲
法
調

査
会
会
長
は
１
８
５
８
年
１２

月
１０

日
付

で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
宛
て
て
「
幣
原
首

相
は
、
新
憲
法
起
草
の
際
に
戦
争
と
武
力

の
保
持
を
禁
止
す
る
条
文
を
い
れ
る
よ

う
に
提
案
し
ま
し
た
か
。
そ
れ
と
も
貴
下

（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）
が
憲
法
に
入
れ
る
よ

う
勧
告
さ
れ
た
の
か
」
と
手
紙
を
送
り
ま

し
た
。 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
１５
日
付
で
返
信

が
あ
り
、
「
戦
争
を
禁
止
す
る
条
項
を
憲



憲法９条制定を巡る主な経緯 

1946年1月24日 幣原喜重郎首相とマッカーサーGHQ最高司令官が会談 

2月13日 GHQ草案を日本側に提示。現行９条の要素が盛り込まれる 

3月6日  日本政府案を発表 

6月20日 帝国憲法改正案を帝国議会に提出。修正が進む 

10月7日 成立 

11月3日 日本国憲法として公布 

1947年5月3日  日本国憲法が施行 

1951年5月5日  米上院でマッカーサーが、９条は幣原の発案と証言 

1957年8月     内閣に設置された憲法調査会が憲法の再検討を開始 

1958年12月    調査会の高柳賢三会長が訪米し、マッカーサーと書簡を交わす 

1964年7月     調査会が報告書提出。改憲の是非について結論を出さず 

2016年1月   堀尾氏が国会図書館収蔵高柳・マッカーサー往復書簡を発見 

法
に
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
提
案
は
、
幣

原
首
相
が
行
っ
た
の
で
す
」
と
明
記
。「
提

案
に
驚
き
ま
し
た
が
、
わ
た
く
し
も
心
か

ら
賛
成
で
あ
る
と
言
う
と
、
首
相
は
、
明

ら
か
に
安
ど
の
表
情
を
示
さ
れ
、
わ
た
く

し
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
」
と
結
ん
で
い
ま

す
。 

 

「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
の
音
声
デ
ー
タ 

２
０
１
６
年
２
月
２５

日
に
放
送
さ
れ

た
テ
レ
ビ
朝
日
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木
昭
典
氏
が

国
立
公
文
書
館
で
見
つ
け
た
憲
法
調
査

会
の
参
考
人
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
音

声
資
料
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

岸
首
相
の
も
と
で
発
足
し
た
憲
法
調

査
会
で
は
改
憲
の
た
め
の
お
膳
立
て
と

し
て
、
憲
法
が
占
領
下
の
押
し
つ
け
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
と
考

え
る
委
員
が
多
数
を
占
め
る
中
で
の
公

聴
会
。
そ
の
な
か
で
小
山
武
夫
元
中
部
日

本
新
聞
政
治
部
長
が
「
あ
れ
は
私
で
あ

る
」
「
私
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
に
申
し

上
げ
て
、
そ
れ
が
九
条
に
な
っ
た
の
だ
」

と
幣
原
か
ら
直
接
聞
い
た
と
い
う
興
味

深
い
音
声
証
言
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
） 

幣
原
の
元
秘
書
だ
っ
た

平
野
三
郎
の
聞
き
取
り 

衆
議
院
議
員
で
あ
り
、
幣
原
の
秘
書
官

で
あ
っ
た
平
野
三
郎
は
、
幣
原
が
亡
く
な

る
10
日
ほ
ど
前
の
、
１
９
５
１

年
（
昭
和
26
年
）
の
２
月
下
旬

に
日
本
国
憲
法 - 

戦
争
放
棄
条

項
等
の
生
ま
れ
た
事
情
を
聞
い

て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
憲
法
調
査
会
は
平
野

氏
に
そ
の
事
情
を
聴
い
て
い
ま

す
。
平
野
氏
は
『
幣
原
先
生
か
ら

聴
取
し
た
戦
争
放
棄
条
項
等
の

生
ま
れ
た
事
情
に
つ
い
て
』
と
い

う
報
告
書
を
憲
法
調
査
会
に
提

出
し
て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
に

幣
原
の
主
な
言
葉
を
記
載
し
て

い
ま
す
。 

 

「
何
の
た
め
に
戦
争
に
反
対
し
、

何
の
た
め
に
命
を
賭
け
て
平
和

を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
。
今

だ
。
今
こ
そ
平
和
だ
。
今
こ
そ
平

和
の
た
め
に
起
つ
秋
（
と
き
）
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
生
き
て

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」「
何

人
か
が
自
ら
買
っ
て
出
て
狂
人

と
な
ら
な
い
限
り
、
世
界
は
軍
拡
競
争
の

蟻
地
獄
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。」「
そ
の
歴
史
的
使
命
を
日

本
が
果
た
す
の
だ
。」 

幣
原
の
平
和
へ
の
熱
い
思
い
、
戦
争
放

棄
と
い
う
憲
法
九
条
の
考
え
方
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。 



 

平野三郎の憲法調査会への「報告書」による、幣原喜重郎元首相の主な言 
 

問い 第九条は現在占領下の暫定的な規定ですか、何れ独立の暁には当然憲法の再改正をすることになる

訳ですか 

 一時的なものではなく、長い間僕が考えた末の最終的な結論というようなものだ。 

問い 軍隊のない丸裸のところへ敵が攻めてきたら、どうする訳なのですか 

 それは死中に活だよ。一口に言えばそういうことになる。 

 次の戦争は短時間のうちに交戦国の大小都市が悉く灰燼に帰して終うことになるだろう。そうなれば世

界は真剣に戦争をやめることを考えなければならない。そして戦争をやめるには武器を持たないことが一

番の保証になる。 

 相手はピストルをもっている。その前に裸のからだをさらそうと言う。何と言う馬鹿げたことだ。恐ろ

しいことだ。自分はどうかしたのではないか。若しこんなことを人前で言ったら、幣原は気が狂ったと言

われるだろう。正に狂気の沙汰である。しかしそのひらめきは僕の頭の中でとまらなかった。どう考えて

みても、これは誰かがやらなければならないことである。恐らくあのとき僕を決心させたものは僕の一生

のさまざまな体験ではなかったかと思う。何のために戦争に反対し、何のために命を賭けて平和を守ろう

としてきたのか。今だ。今こそ平和だ。今こそ平和のために起つ秋（とき）ではないか。そのために生き

てきたのではなかったか。 

 僕は平和の鍵を握っていたのだ。何か僕は天命をさずかったような気がしていた。非武装宣言というこ

とは、従来の観念からすれば全く狂気の沙汰である。だが今では正気の沙汰とは何かということである。

武装宣言が正気の沙汰か。それこそ狂気の沙汰だという結論は、考えに考え抜いた結果もう出ている。要

するに世界は今一人の狂人を必要としているということである。何人かが自ら買って出て狂人とならない

限り、世界は軍拡競争の蟻地獄から抜け出すことができないのである。これは素晴らしい狂人である。世

界史の扉を開く狂人である。その歴史的使命を日本が果たすのだ。 

問い 他日独立した場合、敵が口実をつけて侵略したら 

 その場合でもこの精神を貫くべきだと僕は信じている。そうでなければ今までの戦争の歴史を繰り返す

だけである。然も次の戦争は今までとは訳が違う。僕は第九条を堅持することが日本の安全のためにも必

要だと思う。 

問い 憲法は先生の独自の御判断で出来たものですか。一般に信じられているところは、マッカーサー元

帥の命令の結果ということになっています 

 そのことは此処だけの話にして置いて貰わねばならないが、〈中略〉憲法は押しつけられたという形を

とった訳であるが、当時の実情としてそういう形でなかったら実際に出来ることではなかった。そこで僕

はマッカーサーに進言し、命令として出して貰うように決心したのだが、これは実に重大なことであって、

一歩誤れば首相自らが国体と祖国の命運を売り渡す国賊行為の汚名を覚悟しなければならぬ。〈中略〉幸

い僕の風邪は肺炎ということで元帥からペニシリンというアメリカの新薬を貰いそれによって全快した。

そのお礼ということで僕が元帥を訪問したのである。それは昭和21年の１月24日である。その日、僕は元

帥と二人切りで長い時間話し込んだ。すべてはそこで決まった訳だ。 

 世界の共通の敵は戦争それ自体である。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
門真市の市長室に幣原喜重郎が直筆した「公直無私」の額が飾ら

れています。1931年（昭和６年）、喜重郎が外務大臣時代、門真村村

庁舎落成の折、寄贈しました。 
「公の職に就く者は実直を旨とし、私欲で行動してはならない」

という喜重郎の考えを示したものといえます。 

大
阪
府
門
真
一
番
村
に
生
ま
れ
る 

幣
原
喜
重
郎
は
、
１
８
７
２
年
（
明
治

５
年
）
に
大
阪
府
門
真
一
番
村
（
現
・
門

真
市
一
番
町
）
で
門
真
を
代
表
す
る
豪
農

で
あ
っ
た
幣
原
新
次
郎
と
静
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

喜
重
郎
の
生
家
は
現
存
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
一
番
町
の
一
角
に
生
家
跡
が
残
さ

れ
、
兄
・
坦
と
喜
重
郎
の
兄
弟
の
顕
彰
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

外
務
省
の
後
輩
に
当
た
る
吉
田
茂
の

直
筆
に
よ
り
、
「
喜
重
郎
首
相
の
経
綸
は

永
遠
の
平
和
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        教
育
熱
心
な
父
母
に
育
て
ら
れ 

父
の
幣
原
新
次
郎
は
、
門
真
の
下
嶋
頭

に
暮
ら
し
て
い
た
市
川
家
か
ら
の
婿
養

子
で
あ
り
、
幣
原
九
次
郎
の
長
女
静
と
結

婚
し
ま
し
た
。
新
次
郎
は
、
門
真
村
初
代

の
助
役
で
し
た
。 

新
次
郎
は
、
豪
農
と
し
て
の
経
営
を
引

き
継
ぐ
一
方
で
、
長
男
坦
や
次
男
喜
重
郎

な
ど
二
男
二
女
の
教
育
に
熱
心
で
し
た
。

「
子
ど
も
だ
け
は
立
派
に
育
て
、
幣
原
家

の
た
め
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
」

「
財
政
を
売
り
払
っ
て
も
学
費
に
あ
て

ね
ば
な
ら
ぬ
と
決
心
し
た
」
と
い
い
ま
す
。

親
戚
は
こ
ぞ
っ
て
「
百
姓
に
学
問
は
い
ら

ぬ
」
と
反
対
し
ま
し
た
が
、
長
男
次
男
を

東
京
帝
国
大
学
に
下
の
女
の
子
二
人
も

学
校
に
い
か
せ
ま
し
た
。 

兄
、
坦
は
東
洋
史
学
者
で
教
育
行
政
官
、

台
北
帝
国
大
学
初
代
総
長
に
も
な
り
ま

し
た
。
妹
、
操
は
助
産
婦
と
な
り
、
医
師

の
夫
を
養
子
に
迎
え
、
家
の
跡
取
り
と
な

り
、
門
真
に
幣
原
医
院
を
開
業
し
、
社
会

福
祉
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
操
の

夫
が
亡
く
な
っ
た
後
に
幣
原
医
院
を
継

い
だ
の
は
次
女
の
節
で
す
。
節
は
大
阪
府

初
の
女
医
と
な
り
ま
し
た
。 

大
学
そ
し
て
外
交
官
へ 

子
ど
も
の
頃
、
や
ん
ち
ゃ
な
利
か
ん
坊

で
あ
っ
た
喜
重
郎
は
、
大
阪
城
そ
ば
に
あ

っ
た
官
立
大
阪
中
学
校
に
進
学
。
大
阪
中

学
校
は
、
英
語
の
教
育
で
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
第
三
高
等
中
学
校
（
首

席
卒
業
）
を
経
て
、
１
８
９
５
年
（
明
治

28
年
） 

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業

し
ま
す
。
浜
口
雄
幸
と
は
、
第
三
高
等
中

学
校
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
時
代
を
通
じ

て
の
同
級
生
で
あ
り
２
人
の
成
績
は
常

に
１
、
２
位
を
争
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

喜
重
郎
は
、
学
校
時
代
か
ら
、
将
来
外

交
官
に
な
ろ
う
と
い
う
希
望
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。 

１
８
９
６
年
（
明
治
２９
年
）
９
月
、

外
交
官
に
合
格
し
た
幣
原
は
、
朝
鮮
の
仁

川
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
釜
山
の
各

領
事
館
に
在
勤
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン

ド
ン
の
各
大
使
館
参
事
官
、
オ
ラ
ン
ダ
公

使
を
経
て
１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
に

外
務
次
官
と
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
後

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ウ
ォ
レ

ン
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
提
唱
で
開
か
れ
た

国
際
軍
縮
会
議
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お

い
て
は
全
権
委
員
を
つ
と
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

         国
際
協
調
「幣
原
外
交
」 

外
務
大
臣
に
な
っ
た
の
は
１
９
２
４

年
（
大
正
13
年
）
の
加
藤
高
明
内
閣
が

最
初
で
、
そ
の
後
、
若
槻
内
閣
（
一
次
・

二
次
）
、
濱
口
内
閣
と
４
回
外
相
を
歴
任

し
ま
し
た
。 

幣
原
の
１
９
２
０
年
代
の
自
由
主
義

体
制
に
お
け
る
国
際
協
調
路
線
は
「
幣
原

外
交
」
と
も
称
さ
れ
、
軍
部
の
軍
拡
自
主

路
線
「
田
中
外
交
」
と
対
立
し
ま
し
た
。 

１
９
２
６
年
（
大
正
15
年
）
に
蒋
介

石
が
国
民
革
命
軍
率
い
て
行
っ
た
北
伐

に
対
し
て
は
、
内
政
不
干
渉
の
方
針
に
基

づ
き
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に

よ
る
派
兵
の
要
請
を
拒
絶
し
ま
し
た
。 

駐米大使時代（1919-1922年）の幣原 



し
か
し
、
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）

３
月
に
南
京
事
件
が
発
生
す
る
と
、
軍
部

や
政
友
会
の
み
な
ら
ず
閣
内
で
も
幣
原

外
交
へ
の
反
感
が
強
ま
り
ま
す
。 

１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）
に
ロ
ン
ド

ン
海
軍
軍
縮
条
約
を
締
結
さ
せ
る
と
、
特

に
軍
部
か
ら
は
「
軟
弱
外
交
」
と
非
難
さ

れ
、
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
、
関
東

軍
の
独
走
で
勃
発
し
た
満
州
事
変
に
よ

り
、
幣
原
は
政
界
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。 幣

原
外
交
の
終
焉
は
文
民
外
交
の
終

焉
で
あ
り
、
そ
の
後
は
軍
部
が
独
断
す
る

時
代
が
終
戦
ま
で
続
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。 総

理
大
臣
に
就
任 

 

終
戦
後
、
１４
年
間
も
の
長
期
に
わ
た

っ
て
政
界
を
退
い
た
幣
原
が
総
理
大
臣

に
就
任
し
た
の
も
戦
前
の
幣
原
外
交
に

み
ら
れ
る
国
際
協
調
路
線
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
言
え
ま
す
。 

        

              

１
９
４
５
年
（
昭
和
２０
年
）
１０
月
６

日
、
幣
原
が
鎌
倉
で
静
か
に
一
生
を
終
え

よ
う
と
引
越
し
の
荷
物
を
積
み
終
わ
っ

て
、
出
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
宮
内
庁
か

ら
参
内
せ
よ
と
呼
び
出
さ
れ
、
天
皇
か
ら

内
閣
組
閣
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

10
月
９
日
に
、
10
月
５
日
の
東
久
邇

内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
、
内
閣
総
理
大
臣 

に
７４
歳
で
就
任
し
ま
し
た
。
憲
法
制
定

な
ど
戦
後
の
難
局
に
対
応
し
ま
し
た
。 

女
性
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
戦
後
初

の
総
選
挙
と
な
る
第
22
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
日
本
自
由
党
が
第
一
党
と
な

り
総
辞
職
、
第
一
次
吉
田
内
閣
が
発
足
す

る
。
幣
原
は
無
任
所
の
国
務
大
臣
と
し
て

入
閣
し
ま
し
た
。 

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
の
第
23
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
初
当
選
。
日
本
進

歩
党
総
裁
と
な
り
、
民
主
党
の
結
成
に
も

参
加
し
ま
し
た
が
、
片
山
内
閣
の
社
会
主

義
政
策
を
批
判
し
て
田
中
角
栄
、
原
健
三

郎
、
本
間
俊
一
、
中
山
マ
サ
、
小
平
久
雄

ら
幣
原
派
の
若
手
議
員
と
と
も
に
民
主

自
由
党
に
参
加
、
衆
議
院
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。 

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）
３
月
10
日
、

議
長
在
任
中
に
心
筋
梗
塞
の
た
め
、
78

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

喜
重
郎
が
生
ま
れ
た
門
真
か

ら
憲
法
九
条
を
守
る
運
動
を 

憲
法
九
条
の
発
案
を
し
た
幣
原
喜
重

郎
は
門
真
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
喜
重
郎
が

生
ま
れ
た
門
真
か
ら
憲
法
九
条
を
守
る

運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
市
職
労
は

「
安
倍
９
条
改
憲
！
憲
法
を
生
か
す
全

国
統
一
署
名
（
三
千
万
署
名
）
」
を
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
で
は
幣
原
喜
重
郎
が
１
８

７
２
年
９
月
１３

日
に
生
ま
れ
、
２
０
２
２

年
に
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
る
記
念
す

べ
き
年
に
記
念
事
業
を
進
め
る
準
備
が

行
わ
れ
て
お
り
、
市
職
労
も
参
加
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
12
月
８
日
に
は
、
本
稿
で
も
ふ

れ
た
堀
尾
輝
久
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）
を

呼
ん
で
記
念
講
演
会
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
６
月
１
日
に
は
本
稿
で
も
ふ
れ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木
昭
典
氏
を

呼
ん
で
記
念
講
演
会
を
予
定
。
９
月
１３

日

に
は
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
足
の
つ

ど
い
を
お
こ
な
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

喜
重
郎
を
め
ぐ
る
系
譜 

次
項
の
喜
重
郎
を
め
ぐ
る
系
譜
を
み

れ
ば
、
興
味
深
い
多
彩
な
人
物
が
い
ま
す
。 

兄
、
坦
の
次
女
・
澄
江
は
農
芸
化
学

者
・
古
在
由
直
の
長
男
・
由
正
に
嫁
い
で

い
ま
す
。
由
正
・
澄
江
夫
妻
の
長
男
が
「
コ

ザ
イ
の
式
」
で
知
ら
れ
て
い
る
天
文
学

者
・
古
在
由
秀
で
あ
り
、
次
男
が
マ
ル
ク

ス
主
義
哲
学
者
の
古
在
由
重
で
す
。
ま
た

坦
の
孫
に
あ
た
る
幣
原
廣
は
弁
護
士
で
、

第
二
東
京
弁
護
士
会
所
属
で
あ
り
、
副
会

長
の
経
験
あ
り
。
多
数
の
委
員
会
活
動
に

関
与
し
て
い
る
た
め
、
弁
護
士
会
で
は

「
多
重
会
務
者
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。 幣

原
喜
重
郎
の
妻
・
雅
子
は
三
菱
財
閥

の
創
業
者
・
岩
崎
弥
太
郎
の
四
女
。
し
た

が
っ
て
喜
重
郎
は
加
藤
高
明
や
岩
崎
久

弥
（
弥
太
郎
の
長
男
、
三
菱
財
閥
３
代
目

総
帥
）
ら
の
義
弟
に
あ
た
り
ま
す
。 

喜
重
郎
・
雅
子
夫
妻
は
３
人
の
男
子
を

お
り
、
長
男
・
道
太
郎
は
元
獨
協
大
学
教

授
、
次
男
・
重
雄
は
元
三
菱
製
紙
勤
務
、

門真市御堂町の願得寺にある幣原喜重郎の墓 



三
男
・
平
三
は
夭
折
。 

幣
原
内
閣
で
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
渋

沢
敬
三
も
遠
縁
に
あ
た
り
ま
す
。
渋
沢
敬

三
は
渋
沢
栄
一
の
孫
に
あ
た
り
、
日
銀
総

裁
や
大
蔵
大
臣
を
務
め
る
傍
ら
、
日
本
に

お
け
る
民
俗
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
学
者
で
す
。
ま
た
、
岩
崎
家
と
の

縁
か
ら
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
の
理
事
長

に
就
任
し
、
三
菱
財
閥
解
体
を
う
け
て
運

営
危
機
に
陥
っ
た
同
文
庫
を
国
立
国
会

図
書
館
支
部
と
し
て
維
持
さ
せ
ま
し
た
。 

系
譜
に
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
活
躍
し
た
政
治
家
・
実
業
家
の
後
藤 

象
二
郎
が
い
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。 

参
考
・
引
用
し
た
文
献
・
サ
イ
ト 

酒
井
則
行
「
憲
法
九
条
成
立
事
情
《
資
料
》

増
補
・
改
訂
版
」 

酒
井
則
行
「
門
真
出
身 

幣
原
喜
重
郎
」

幣
原
喜
重
郎
「
外
交
五
十
年
」 

服
部
隆
二
「
幣
原
喜
重
郎
と
二
十
世
紀
の

日
本 

外
交
と
民
主
主
義
」 

堀
尾
輝
久
「
憲
法
九
条
と
幣
原
喜
重
郎
」

（『
世
界
』
２
０
１
６
年
５
月
号
） 

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」

https://ja.wikipedia.org/ 

「
み
ん
な
の
知
識 

ち
ょ
っ
と
便
利
帳

幣
原
喜
重
郎
元
首
相
が
語
っ
た

日
本
国
憲
法 - 

戦
争
放
棄
条
項

等
の
生
ま
れ
た
事
情
に
つ
い
て
」

https://www.benricho.org/
kenpou/shidehara-9jyou.ht
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